







井は 1896 （明治29）年 3 月 4 日、愛知県碧海郡
の真宗大谷派真浄寺住職で、当時、岐車県高山別
院輪番だった藤井至静の長男として生まれた I ）。
藤井が 7 、 8 歳の頃、父が豊橋市の浄円寺で住職
を勤めることになったことから、父とともに岡市
に移り住み、寺に籍を置いた2）。


























































Men’s Buddhist Association 〔YMBA〕）の代表者を
招き日本で開催された国際会議で、 1934年 7 月









































































































は 18）、団体の結成に向けて奔走した末、 1931 年
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は 1933年 7 月 10 日、東京本郷の東京帝大仏教青
年会館で準備委員会を立ち上げ、委員長に慶大教
授で聯盟第三代目理事長の柴田一能が就任し


































































































命軍が進めていた「北伐」に呼応し、 1927年 6 月、
河南省政府主席に就いた漏玉祥は、 IO月、河南
省関封の相国寺を打ち壊して、「中山市場」とし
たり、 1928年 2 月には、開封の寺廟を破壊し、
僧侶を殺害した上、寺産を没収したりするな





































































井は中国側からの返信をまとめて、 5 月 8 日の『中


















6 月 l 目、松村雄蔵杭州領事館事務代理は、広
田弘毅外務大臣に、同日杭州で発行された新聞の





































































1931 年 6 月、太虚に対する攻撃が始まり、太虚
は中国仏教会から脱退した59）。
1934年 6 月 10 日と 1 1 日、上海で中国仏教会第
六回全国大会が聞かれた。鈴木大拙らと中国旅行
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